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１．事業の概要

ヒートアイランド現象は都市特有の環境問題として注目されており、特に

その中心となる市街地においては対策の実施が急務となっている。

また、京都議定書目標達成計画（平成20年３月）において「緑化等ヒート

アイランド対策による熱環境改善を通じた都市の低炭素化」が盛り込まれる

など、ヒートアイランド現象が問題となっている都心部においては、熱環境

改善対策を積極的に導入し、都市のヒートアイランド現象を緩和すると同時

に低炭素社会の推進を図ることは重要かつ効率的であると考えられる。

そこでヒートアイランド現象の顕著な街区に対して、緑化や保水性建材、

高反射率塗装など複数のヒートアイランド対策技術を組み合わせて一体的に

実施することで、都市部にクールスポットや冷気誘導のための風の通り道を

創出し、ヒートアイランド現象の緩和を図るパイロット事業を実施する。ま

た、特に重要な風の道に面する敷地における緑地・霧噴射装置等を整備する。

（補助の内容）

負担割合 国1/2、民間事業者1/2 （補助）

補助先 民間事業者

２．事業計画

H19 H20 H21 H22 H23

クールシティ中枢街区パイロット事業

３．施策の効果

都心部においてパイロット事業を実施することにより、建築物からのエネ

ルギー起源二酸化炭素排出量を直接的に削減するともに、都市のヒートアイ

ランド現象の緩和を図る。また、先導的に対策技術を導入し効果を実証する

ことにより、ヒートアイランド対策を通じた省ＣＯ 対策の普及促進を図る。２



クールシティ中枢街区パイロット事業クールシティ推進事業

ヒートアイランド対策

◎建築物の省CO2化
◎他の事業者への実用性・有効性ＰＲ

◎熱環境改善効果の指標化・定量化
◎現状把握手法・評価手法の確立
◎熱中症予防情報の充実

○対策評価手法の確立
→都市熱環境のモニタリング
→シミュレーションによるメカニズム解析

○対策計画策定ガイドライン（平成20年度作成）
→自治体等における対策計画の策定手法を提案、長期的・計画的実施の指針を提示

○集中的・一体的な対策事業の実施
→民間によるモデル街区での集中的な事業

世界に誇るクールシティの創出

民間企業への
対策推進

自治体の対策等から
得られた知見の
更なる蓄積

通常の塗装

蓄熱

日射

高反射性塗装

反射

日射

ヒートアイランド現象が顕
著な中枢街区

・自治体への対策推進
・対策効果の定量化

民間企業の対策から
得られた知見の
更なる蓄積

風の道に資する対策

風の道の創出
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